記載例（法第28条第1項関係「前事業年度の事業報告書」）

平成２６
年度の事業報告書

平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで

特定非営利活動法人トレス
１　事業の成果
  ①児童養護施設や情緒障害児短期療養施設の子どもたちへスポーツチャンバラの出前稽古をお

　　こない、日頃のストレスを発散させるとともに、スポーツ体験を通じた心身の成長を促すよ

　　うな機会を提供した。
　　平成１９年より継続実施している事業で、子どもたちへの情操教育上一定の成果がみられる

　　と受入施設より評価もいただいていることから、今後も引き続き実施していきたい。
　②平成２２年１１月、和歌山県より委託を受け、ニートやひきこもり等への就労支援事業とし
　　てジョブサロンすてっぷ・ぽーとを開設し、就労困難な若者の居場所や職業訓練体験、アウ
　　トリーチ、カウンセリング、ソーシャル・スキル・トレーニングなどを提供、多くの若者へ

　　の就労支援を実施した。委託事業の終了とともに、規模を縮小し、居場所事業の一環として

　　継続実施した。利用者の多くはすでに就労しているが、職場や家族等に関する相談やアフタ

　　ーケアの必要性はこれからも見込まれることから、ニートやひきこもり等の就労困難な若者
　　への就労支援の一環として、和歌山市ＮＰＯ・ボランティアサロンを借りて居場所「すてっ
　　ぷ・ぽーと」による相談支援等を継続して実施した。
　③自立援助ホームわだちの家において、開設以来３１人の子どもたちを受け入れ、自立した生

　　活をおくれるように支援を実施してきた。
　④自立援助ホームつぼみの家を５月に開設し、７名の子どもたちを受け入れ、自立生活の援助
　　を実施した。
　⑤和歌山県より児童養護施設退所者等アフターケア事業を受託し、これまで同様に児童養護施　　

　　設を退所予定の子どもたちへのソーシャル・スキル・トレーニングを実施、退所後は随時相
　　談にのれるように態勢を整えてきた。さらに昨年度より、退所した子ども達の自助グループ

　　づくりを目標に環境整備に努め、実現するうえでの課題について整理した。
　
２　事業の実施に関する事項

特定非営利活動に係る事業

	事 業 名

(定款に記載した事業)
	具体的な

事業内容
	実施日時
	実施
場所
	従事者の

人数
	受益対象者の範囲及び人数
	事業費の

金額

（千円）

	①生涯学習
講座事業
	スポーツチャンバラ
体験・出前稽古
	毎週土曜
日午前
10：30
から正午
まで


	社会福祉法人虎伏学園
	２人
	幼児～

中高生
約３０人
	０

	②居場所作
り事業
	居場所による就労

支援・相談援助
すてっぷ・ぽーと
	毎月２回
火曜

15：00～19：00


	和歌山

市本町

２丁目1
フォルテワジマ６階

	１人
	ニート・ひきこもり等の就労困難な子ども・若者

のべ７６人

	０

	③児童自立
生活援助
事業

	自立援助ホーム

わだちの家

	毎日

24時間

随時実施した
	和歌山市善明寺
	４人
	社会的養護

下の概ね

１５歳以上

２０歳未満

の子ども
　(男子）　

定員６人

	13,201

	④児童自立

生活援助

事業


	自立援助ホーム

つぼみの家

	毎日

24時間

随時実施した
	和歌山市狐島
	４人
	社会的養護

下の概ね

１５歳以上

２０歳未満

の子ども　
（女子）
定員５人


	11,125

	⑤児童養護施設退所者等アフターケア事業
	児童養護施設退所者

等アフターケア事業
	ＳＳＴ・
各種相談

随時実施

した
	和歌山

市善明

寺
	３人
	児童養護施

設退所予定

者および退

所者

１５０人
	5,931
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